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Abstract 
Modern ration built a very rational system of market economy.  But its calculus 
rationality rather destroyed “Lebenswelt” by causing poverty and wars.  In this report, 
we will follow this fact historically, and see that this system faces the crisis because of 
its self-contradiction. 
 






























































































































                                  資本の内部構成 
 
               生産物価値＝不変資本部分＋可変資本部分＋剰余価値部分 
生産財部門    ⅠＷ  ＝  ⅠＣ  ＋  ⅠＶ  ＋  ⅠＭ 







































































































Ⅰ[Ｃ＋Ｍ(蓄積 c)＋Ｖ＋Ｍ(蓄積 v)＋Ｍ(消費)] 
＝ Ⅰ[Ｃ＋Ｍ(蓄積 c)] 
＋Ⅱ[Ｃ＋Ｍ(蓄積 c)] 
Ⅰ[Ｖ＋Ｍ(蓄積 v)＋Ｍ(消費)] 
＝Ⅱ[Ｃ＋Ｍ(蓄積 c)]  
ⅠＶ＋ⅠＭ＞ⅡＣ 
        Ⅰ[Ｖ＋Ｍ(蓄積 v)＋Ｍ(消費)] 
      ＋Ⅱ[Ｖ＋Ｍ(蓄積 v)＋Ｍ(消費)] 
＝Ⅱ[Ｃ＋Ｍ(蓄積 c)＋Ｖ＋Ｍ(蓄積 v)＋Ｍ(消費)] 
－　138　－
二宮 公太郎 






















































































(一般的剰余価値)       (特別剰余価値) 
賃金の抑制      有機的構成の高度化 
 
相対的過剰人口の発生     利潤率逓減 
 
   労働者･大衆の貧困化     資本家の所得減少        生産拡大 
 
          市場の狭小化               生産の飽和･過剰状態 
－　139　－
【研究ノート】近代理性の内部矛盾と合理性の危機 



































































































































































































































































































- 140 - 
８．おわりに 
 
 近代理性が形成した社会システムの内部矛盾と危
機は、また理性そのものの危機でもある。 
哲学は一般に、理性の危機に無関心であることは
できない。  
解決のための方策を提示することは、原理的には、
そう難しくはない。 生産へ廻らない遊休マネーを、
剰余価値を産出した者たちへ「還流」させればよい。 
しかし、現実の諸国家はそれを出来ないであろう
し、仮に出来たとしても、世界支配の構造がそのま
まであれば、帝国主義の「牙」を更めて研ぎ澄まさ
せるだけなのかも知れない。（８） 
それならば、哲学は、その方向では沈黙し、むし
ろ破綻を待ったほうが良いのかも知れない。 そして、
１００年先を見据え、まったく別の新しい＜合理性
の秩序＞（９）の形成を目指すほうが、おそらく良
いのだろう。 
 
 
注 
 1．科学が自分の故郷である「生活世界」から乖離
してしまったことに、現代における諸学の「危
機」が在る。 
 2．「もつ」という動詞については、対象が抽象
的な性質や事がら等であって有形物でない場
合や、有形物であっても、それが「所有」の
対象であったり、それを「具有する」という
意味で言われている場合には、「有つ」という
漢字を当てる。 以降同様。 
 3．ヘーゲル『エンチュクロペディー』第三篇｢精
神哲学｣-第二部｢客観的精神｣-Ｃ｢人倫｣-ｂ｢市
民社会｣-α｢欲求の体系｣ 
 4．マルクス『資本論』第一巻 第一部｢資本の生産
過程｣-第２篇｢貨幣の資本への転化｣-第四章｢貨
幣の資本への転化｣-第二節｢一般的定式の矛盾｣。
なお、本文すぐ後の＜それの使用価値が………
唯ひとつの商品＞について、同書-同章-第三節
｢労働力の売買｣。 
 5．マルクス『資本論』第二巻 第二部｢資本の流通
過程｣-第三篇｢社会的総資本の再生産と流通｣の
うち、単純再生産表式については 第二〇章｢単
純再生産｣-第二節｢社会的生産の二つの部門｣、
拡大再生産表式については 第二一章｢蓄積と拡
大再生産｣-第三節｢蓄積の表式的叙述｣。 
 6．とは言っても、剰余価値のすべてが賃金とし
て分配される訳ではない。 一定部分は拡大再
生産へ廻される。 また、剰余価値を労働者が
把握すると言っても、それは「原理的」なレ
ベルでの話である。 現実には、国家なり地方
公共団体 etc.が運営することになるが、これら
が労働者から乖離すれば、資本主義と同様に
「搾取」が現われることになる。 
 7．マルクス『経済学･哲学草稿』第一草稿［四］［疎
外された労働］ 
 8．求められる「価値の還流」は、あくまでも「原
理的」なレベルにおける話である。 現実レベル
では、証券取引税の強化ということになろうが、
これは、先進諸国が協調して一斉に行なうので
なければ、実現し得ない。 しかしまた、それが
仮に実現できたとすれば、それは先進諸国によ
る世界支配が格段に強まったことを意味し、こ
れはこれで危険なことでもある。 
 9．それは、「計算合理性」とは違った秩序、おそ
らく「人格合理性」とでも呼ぶべきものになる
だろう。 本『紀要』本号別稿 ―――「【研究ノ
ート】新たな合理性の秩序の形成に向けて」―
―― で、それを試みる。 
 
 
 
 
